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ら
れ
た
話
で
あ
る
と
著
者
は
い
う
。
根
拠
と
し
て
如
水
が
死
ん
だ
の
は

京
都
の
伏
見
で
あ
り
、
黒
田
家
墓
地
移
転
の
時
、
崇
福
寺
の
如
水
の
墓

か
ら
は
何
一
つ
掘
り
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

如
水
は
生
前
、
洗
礼
を
受
け
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
だ
っ
た
た
め
、
キ

リ
ス
ト
教
弾
圧
政
策
を
と
る
徳
川
幕
府
に
配
慮
し
て
如
水
の
事
績
を

「
い
っ
さ
い
消
滅
し
去
ら
れ
た
」
と
著
者
は
考
え
て
い
る
。

如
水
は
荒
木
村
重
を
説
得
す
る
た
め
に
伊
丹
城
に
い
っ
た
が
、
地
下

牢
に
長
く
監
禁
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
足
が
な
え
た
と
一
般
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
伊
丹
城
滞
在
中
に
梅
毒
性
骨
髄
炎
を
発
病
し
動
け

な
く
な
っ
た
た
め
と
著
者
は
見
て
い
る
。

著
名
人
の
病
気
や
死
因
を
調
べ
研
究
す
る
「
病
跡
学
」
に
つ
い
て
の

本
を
王
丸
勇
氏
は
「
英
雄
医
談
』
『
英
雄
・
天
才
の
カ
ル
テ
」
と
題
し
て

著
し
て
い
る
が
、
若
干
杉
浦
守
邦
氏
と
違
う
見
解
を
出
し
て
い
る
。
例

え
ば
上
杉
謙
信
の
死
因
を
杉
浦
氏
は
食
道
癌
と
し
て
い
る
が
、
王
丸
氏

は
食
道
癌
は
合
併
症
で
あ
り
死
因
は
脳
卒
中
で
あ
る
。
源
頼
朝
の
死
を

王
丸
氏
は
外
傷
性
遅
発
性
脳
卒
中
と
し
て
い
る
が
、
杉
浦
氏
は
落
馬
の

外
傷
に
よ
る
破
傷
風
と
分
析
し
て
い
る
。

本
書
を
見
る
と
、
扱
っ
て
い
る
武
将
二
六
名
の
死
因
の
中
で
、
胃
癌

と
梅
毒
が
多
い
の
に
気
付
く
。
胃
癌
は
平
重
盛
、
毛
利
元
就
、
武
田
信

玄
、
丹
羽
長
秀
、
徳
川
家
康
、
伊
達
政
宗
、
徳
川
家
光
、
徳
川
光
圀
の

八
名
。
梅
毒
は
前
述
の
黒
田
如
水
、
結
城
秀
康
、
加
藤
清
正
、
浅
野
幸

長
の
四
名
で
あ
る
。
結
核
は
意
外
に
少
な
く
、
北
条
時
宗
、
片
桐
且
元

の
二
名
だ
け
で
あ
る
。

他
に
、
平
清
盛
、
北
条
泰
時
、
足
利
尊
氏
、
蒲
生
氏
郷
、
豊
臣
秀
吉
、

「
日
本
に
お
け
る
義
肢
装
着
者
の
生
活
援
護
史
研
究
」

手
足
を
失
っ
た
人
に
と
っ
て
義
手
・
義
足
は
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
補
装
具
で
あ
る
。
本
書
は
明
治
期
か
ら
第
二
次
世
界
大

戦
前
ま
で
の
約
八
十
年
間
に
義
肢
を
装
着
し
た
人
々
の
歴
史
を
生
活
者

の
視
点
か
ら
と
り
あ
げ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
医
史
学
害
で
あ
る
。

内
容
は
五
章
で
構
成
さ
れ
、
序
章
で
問
題
提
起
、
第
一
章
は
四
肢
切

断
者
の
生
活
問
題
と
義
肢
の
出
現
、
第
二
章
で
は
義
肢
生
活
者
の
社
会

問
題
化
と
義
肢
供
給
シ
ス
テ
ム
の
形
成
、
第
三
章
に
義
肢
装
着
者
の
生

活
問
題
と
義
肢
供
給
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
終
章
に
考
察
と
今
後
の
課
題

が
語
ら
れ
る
。
こ
う
記
す
と
固
い
本
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
内
容
は

平
易
な
文
章
で
わ
か
り
や
す
い
。
そ
も
そ
も
執
筆
の
動
機
が
、
著
者
の

指
導
し
て
い
た
学
生
が
悪
性
腫
瘍
で
下
肢
切
断
の
や
む
な
き
に
い
た

り
、
そ
の
後
の
ケ
ア
を
ど
う
す
べ
き
か
に
は
じ
ま
る
と
い
う
だ
け
あ
っ

前
田
利
家
、
池
田
輝
政
、
浅
野
長
政
、
徳
川
秀
忠
、
徳
川
吉
宗
を
扱
っ

て
い
る
が
、
日
記
や
手
紙
な
ど
の
史
料
を
検
証
し
、
通
説
の
死
因
や
病

気
に
批
判
を
加
え
て
い
て
興
味
深
い
。

〔
東
山
書
房
、
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
小
堀
池
町
八
’
二
、
電
話
○
七
五

’
八
四
一
’
九
二
七
八
、
平
成
十
二
年
八
月
二
八
日
、
Ｂ
五
判
、
四
一

七
頁
、
定
価
二
○
○
○
円
（
本
体
）
〕
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て
、
執
筆
に
か
け
た
著
者
の
熱
意
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
り
、
読
ん
で

い
て
心
地
よ
い
。

冒
頭
、
明
治
期
以
前
の
切
断
者
の
歴
史
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
る
。
出

だ
し
の
記
述
に
多
少
硬
い
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
わ
が
国
の
義
足
の

歴
史
を
記
述
す
る
あ
た
り
か
ら
描
写
は
迫
力
を
帯
び
、
一
気
に
引
き
込

ま
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
わ
が
国
で

本
格
的
な
義
足
を
は
じ
め
て
用
い
た
の
は
歌
舞
伎
の
人
気
女
形
沢
村
田

之
助
で
あ
る
。
田
之
助
は
若
い
こ
ろ
脱
疽
を
患
い
、
横
浜
の
へ
ボ
ン
博

士
に
下
肢
切
断
術
を
う
け
た
。
こ
の
と
き
用
い
た
義
足
を
つ
け
て
、
ふ

た
た
び
舞
台
に
現
わ
れ
た
の
で
人
気
は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
。
義
足
の

代
金
は
二
百
両
（
一
両
十
万
円
と
し
て
約
二
千
万
円
）
を
要
し
た
。

明
治
期
の
度
重
な
る
内
外
の
戦
争
に
よ
っ
て
多
く
の
兵
士
が
四
肢
切

断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
ガ
ス
壊
疽
に
よ
る
も
の
で
抗
生

物
質
の
な
い
時
代
の
悲
劇
で
あ
る
。
西
南
戦
争
田
原
坂
の
激
闘
で
生
じ

た
障
害
者
た
ち
、
後
年
首
相
と
な
る
寺
内
正
毅
大
尉
の
上
腕
切
断
手

術
、
八
甲
田
山
死
の
行
進
と
し
て
知
ら
れ
る
雪
中
訓
練
、
日
本
海
海
戦

後
に
仁
川
沖
で
補
盧
に
な
っ
た
ロ
シ
ア
兵
の
負
傷
状
況
な
ど
四
肢
切
断

に
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
豊
富
な
史
料
と
と
も
に
次
々
に
展
開
す
る
。

日
露
戦
争
で
は
と
り
わ
け
傷
病
兵
が
多
く
、
障
害
者
も
多
数
生
ま
れ
た
。

こ
れ
を
憂
い
た
当
時
の
英
雄
乃
木
希
典
将
軍
が
考
案
し
た
の
が
乃
木
式

義
手
と
呼
ば
れ
る
特
異
な
義
手
で
、
こ
れ
は
の
ち
に
日
本
陸
軍
に
よ
っ

て
ド
レ
ス
デ
ン
で
開
か
れ
た
万
国
衛
生
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
義
手
は
実
際
に
は
切
断
者
に
と
っ
て
不
便
極
ま
り

な
く
、
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
切
断
者
の
日
常

生
活
と
義
肢
制
作
法
に
通
暁
し
な
い
将
軍
が
義
手
を
製
作
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
医
師
た
ち
が
義
肢
に
関
心
を
払
わ
ず
、
社
会
復
帰
に
対

す
る
考
え
も
い
ち
じ
る
し
く
遅
れ
て
い
た
当
時
の
状
況
が
こ
の
章
に
お

い
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

明
治
後
期
に
な
る
と
欧
米
か
ら
本
格
的
な
義
肢
が
輸
入
さ
れ
だ
し

た
。
こ
こ
で
は
時
の
首
相
大
隈
重
信
が
用
い
た
義
足
と
松
葉
杖
が
紹
介

さ
れ
る
。
大
隈
の
義
足
に
つ
い
て
は
著
者
の
新
発
見
に
よ
る
史
実
も
述

べ
ら
れ
興
味
が
尽
き
な
い
。

や
が
て
わ
が
国
で
も
独
自
の
日
本
型
義
肢
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
開
発
の
苦
心
が
綴
ら
れ
る
。
最
初
は
人
形
師
や
仏
師
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
形
ば
か
り
で
実
用
に
な
ら
ず
、
製
作
者
が

患
者
に
じ
か
に
会
っ
て
そ
の
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
み
て
、
は
じ
め
て
患

者
に
ふ
さ
わ
し
い
義
肢
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
活
者
の
視
点
と
い

う
著
者
の
テ
ー
マ
が
躍
如
す
る
章
で
あ
る
。

昔
か
ら
大
戦
争
が
起
こ
る
た
び
に
医
療
は
進
歩
す
る
と
い
わ
れ
て
き

た
が
、
わ
が
国
で
も
軍
陣
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
多
く
の
傷
病
兵
の
命

が
救
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
蔭
で
傷
瘻
軍
人
の
累
積
が
社
会
問
題
と
な

り
、
陸
軍
は
本
格
的
に
か
れ
ら
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
に
乗
り
出
す
。
廃
疾

者
と
し
て
あ
な
ど
ら
れ
た
四
肢
切
断
者
の
境
遇
は
、
職
業
援
護
体
制
を

整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
環
境
が
著
し
く
向
上
す
る
。
本
書
は
そ
の

経
緯
を
詳
し
い
史
料
を
駆
使
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

傷
瘻
軍
人
の
援
護
行
政
は
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ
て
廃
止
さ
れ
た
が
、

戦
前
に
養
成
さ
れ
た
専
門
家
は
戦
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
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〔
風
間
書
房
、
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
’
三
四
、
電
話
○
三
’

三
二
九
一
’
五
七
二
九
、
二
○
○
二
年
二
月
十
五
日
、
Ａ
五
判
、
二
一

六
頁
、
定
価
本
体
八
五
○
○
円
〕

で
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
み
せ
た
。
か
れ
ら
開
拓
者
の
伝
統
は
現
代
に
お

い
て
も
交
通
事
故
、
悪
性
腫
瘍
、
糖
尿
病
等
に
よ
る
四
肢
切
断
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。
し
か
し
先
天
性
四
肢
欠
損
症
を
は
じ
め

と
す
る
未
開
拓
の
分
野
も
多
く
残
さ
れ
、
さ
ら
に
一
層
の
発
展
が
の
ぞ

ま
れ
る
。
と
く
に
義
手
・
義
足
の
研
究
は
、
将
来
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
へ

の
展
望
が
期
待
で
き
る
前
途
洋
々
た
る
領
域
で
あ
る
。
著
者
も
四
肢
切

断
者
の
今
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の
整
備
と
社
会
的
な
意
識

改
革
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

各
章
に
掲
げ
ら
れ
た
資
料
と
文
献
は
豊
富
で
、
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
概
要
も
記
さ
れ
読
者
に
親
切
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
欲
を
い

え
ば
年
表
と
索
引
が
つ
い
て
い
る
と
よ
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
本
書

の
価
値
を
い
さ
さ
か
も
暇
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
義
手
義
足
を
は
じ

め
補
装
具
に
関
わ
る
全
て
の
人
に
と
っ
て
必
読
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
、
広
く
医
療
・
福
祉
に
関
心
を
も
つ
方
々
に
座
右
の
書
と

し
て
推
薦
し
た
い
。

（
篠
川
達
明
）

「
お
産
の
歴
史
」

杉
立
義
一
博
士
が
こ
の
た
び
『
お
産
の
歴
史
」
を
上
梓
さ
れ
た
。
一

般
向
け
の
新
書
判
二
三
七
頁
は
大
著
と
は
い
え
な
い
が
、
八
十
路
に
届

こ
う
と
す
る
著
者
の
、
我
国
の
お
産
の
歴
史
に
対
す
る
幅
広
い
見
解

と
、
衰
え
を
見
せ
ぬ
知
識
の
集
積
を
平
易
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

専
門
家
に
よ
る
こ
の
種
の
本
が
、
梶
完
次
『
明
治
前
日
本
産
婦
人
科
史
」

以
後
半
世
紀
も
絶
無
で
あ
っ
た
こ
の
国
で
、
産
婦
人
科
医
、
助
産
婦
は

い
う
ま
で
も
な
く
、
広
く
医
史
、
民
俗
、
女
性
史
等
に
関
心
を
も
つ
人

人
に
も
歓
迎
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
評
者
自
身
四
十
年
近
く
い
く
つ
か

の
助
産
師
学
校
で
助
産
史
を
講
じ
て
き
た
が
、
従
来
の
教
科
書
の
記
述

に
は
難
点
の
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
現
在
「
助
産
学
概
論
」
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
「
助
産
の
変
遷
」
の
、
信
頼
で
き
る
参

考
書
と
し
て
今
後
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
内
容

が
よ
く
つ
か
め
な
か
っ
た
事
柄
も
、
多
数
の
貴
重
な
図
版
と
相
俟
っ
て
、

理
解
が
深
め
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
。

著
者
は
ヒ
ト
と
サ
ル
の
出
産
か
ら
始
め
、
縄
文
・
弥
生
、
古
墳
、
飛

鳥
・
奈
良
、
平
安
、
鎌
倉
、
室
町
・
戦
国
、
織
豊
、
江
戸
時
代
と
区
分

し
、
近
代
、
現
代
に
も
及
ん
で
、
そ
の
間
産
科
習
俗
に
つ
い
て
該
博
な

知
識
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
区
分
に
つ
い
て
は
評
者
も
同
感
で
あ

り
、
象
、
ラ
イ
オ
ン
、
霊
長
類
の
助
産
は
比
較
産
科
学
的
に
み
て
意
義

が
あ
る
。
縄
文
の
妊
娠
土
偶
、
分
娩
土
偶
は
原
始
芸
術
的
に
も
素
晴
ら

し
い
が
、
こ
れ
ら
に
触
れ
て
か
ら
有
史
時
代
に
進
む
わ
け
で
あ
る
。

杉
立
義
一
著


